
                 

※１：ここでいうアスベストは吹付けアスベスト又はアスベスト含有吹付けロックウールを指します。
※２：点検記録表は環境共生課、建築監理課に提出します。

市有建築物におけるアスベスト含有建材チェック体制フロー（案）

施設管理者    庁内連携・情報共有体制イメージ

相 談

（新たなアスベス

ト〔※１〕と疑わ

しい事例の場合）

②不明

対策記録表の提出

〔※2〕

現場の特性を十分考慮

建材のアスベスト含有期間の確認

・設置の工事に着手した日が平成18

年9月1日以後ではない

図面等による確認・チェック
①含有あり ②不明

（含有なしの場合は通常の管理とする）

アスベスト含有 分析調査により、含有が判明

対策記録表に
記録し、同表により報告

原則、除去工事を

計画して実施

応急飛散防止措置

（養生等）

分析調査の手法を検討・助言

応急飛散防止措置を検討

・現状把握（建築等専門職による現場立会
・調査の要否）

・対応方針の協議・決定

・必要に応じ専門家の意見聴取

①含有あり

資料9

報道提供案を検討
レベル１等飛散性の高い

場合は原則公表
（施設管理者）

報道提供案を合議
（環境共生課）

報道提供
（施設管理者）

報道提供等の事前調整

（広報課）

アスベスト対策推進本部事務局
（環境共生課）

施設管理者

＜報道提供の情報共有＞

市有建築物対策部会

ア
ス
ベ
ス
ト
対
策
推
進
本
部
（
本
部
員
）

報 告

情報の共有、庁内連携、台帳のチェック

・台帳の整理（チェック・確認・共有）

・対策チームの設置要否の検討

（設置時：所管局、環境局、建築都市局）

・必要に応じて専門家の意見聴取

報 告

情報共有

連 携

助 言


